
５
月
22
日
の
最
高
裁
判
所

を
包
囲
す
る
人
間
の
鎖
（
写

真
・
１
都
33
府
県
本
部
・
２

５
０
人
）
と
参
議
院
会
館
前

で
の
「
怒
り
の
決
起
集
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
人
間
の
鎖
で
は
、

全
国
弁
護
団
と
小
法
廷
で
受

理
さ
れ
た
15
都
県
を
代
表
し

て
、
山
梨
県
原
告
団
代
表
の

報
告
と
決
意
表
明
が
あ
り
、

川
村
弁
護
士
は
、
こ
の
間
の

不
当
判
決
の
根
底
に
は
、

「
社
会
保
障
制
度
は
引
き
下

げ
て
も
良
い
と
い
う
判
断
が

共
有
さ
れ
て
い
る
」
と
司
法

の
役
割
を
批
判
し
ま
し
た
。

の
ぼ
り
が
林
立
す
る
中
、
車

道
を
向
い
て
か
た
く
繋
い
だ

手
を
大
き
く
上
げ
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

午
後
の
決
起
集
会
で
は
、

主
催
者
挨
拶
で
杉
澤
委
員
長

は
、
「
行
動
す
る
ご
と
に
各

地
か
ら
反
響
が
あ
り
、
情
勢

の
変
化
を
実
感
で
き
る
。
仲

間
を
増
や
し
、
世
論
を
変
え

裁
判
に
勝
利
し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

状
況
と
最
高
裁
の
情
勢
分
析
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
か
ら
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

府
副
委
員
長

伊
藤

一
正

加
藤
健
次
弁
護
士
（
全
国

年
金
裁
判
弁
護
団
共
同
代
表
）

を
迎
え
て
６
月
27
日
（
火
）

に
年
金
裁
判
学
習
決
起
集
会

を
開
き
ま
し
た
。
（
写
真
）

加
藤
さ
ん
は
「
年
金
裁
判
を

未
来
を
切
り
開
く
力
と
希
望

を
ひ
ろ
げ
る
運
動
に
！
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
高
裁
要
請
行
動
に
参
加

し
た
原
告
団
長
の
永
井
守
彦

さ
ん
と
、
最
高
裁
人
間
の
鎖

行
動
に
参
加
し
た
伊
藤
一
正

さ
ん
の
報
告
、
鋭
い
切
り
口

の
会
場
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

(５） ２０２３年７月１５日(土曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０３号付録 (４）

高齢者の怒りを込めて

介護保険の不服審査請求行動を

全文掲載 介護保険不服審査請求口頭陳述 山崎 健逸さん

恒例の年１回行われる年金者組合中

央開催のコンクールでは、府本部機関紙

『年金者しんぶん大阪』が最優秀賞を受

賞しました。これは実に十数年ぶりの受

賞です。さらに、高槻支部『年金者たか

つき』が優秀賞、寝屋川支部『くみあい

ニュース』が入選、吹田支部『ほむら』

が奨励賞を受賞しました。年２回行われ

る、全関西機関紙コンクールの春のコン

クールで、府本部機関紙『年金者しんぶ

ん大阪』が機関紙協会理事長賞を獲得し

ました。これは年金者組合府本部初の快

挙となりました。さらに、淀川支部『緑

陰の風』が入選、島本支部のブログ『年

金者組合しまもと』が入選を獲得してい

ます。詳報は追ってお知らせします。

令
和
４
年
度
の
大
阪
市
の

介
護
保
険
料
の
決
定
に
つ
い

て
、
不
服
を
申
し
立
て
ま
す
。

一
つ
目
は
介
護
保
険
料
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

阪
市
の
介
護
保
険
料
は
、
３

年
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

２
０
０
０
年
度
第
1
期
の
基

準
額
３
３
８
１
円
か
ら
現
在

の
第
８
期
の
基
準
額
８
０
９

４
円
に
２
．
４
倍
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
第
６

段
階
の
基
準
額
で
月
額
８
０

９
４
円
（
年
額
９
万
７
１
２

８
円
）
は
、
町
村
を
除
く
と

大
阪
市
の
介
護
保
険
料
は
全

国
一
高
い
保
険
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。
府
下
の
交
野
市
の

基
準
額
、
月
額
５
３
６
０
円

と
比
べ
て
も
異
常
に
高
い
保

険
料
で
す
。

ま
た
大
阪
市
の
介
護
保
険

料
の
所
得
段
階
は
昨
年
度
、

11
段
階
か
ら
15
段
階
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
が
、
低
所
得
者

の
第
1
段
階
と
第
２
段
階

（
共
に
０
．
３
５
）
で
は
国

基
準
（
０
．
３
０
）
以
上
に

保
険
料
の
負
担
割
合
が
高
く
、

介
護
保
険
料
を
払
う
低
所
得

者
や
市
民
の
暮
ら
し
に
た
い

す
る
配
慮
が
な
く
、
高
所
得

者
（
富
裕
層
）
に
配
慮
し
た

保
険
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吹
田
市
で
は
所
得
段
階
は

19
段
階
に
な
っ
て
お
り
、
第

19
段
階
は
基
準
額
の
３
．
２

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

市
も
所
得
段
階
を
増
や
し
、

第
1
段
階
と
第
２
段
階
（
共

に
０
．
３
５
）
で
は
国
基
準

（
０
．
３
０
）
に
引
き
下
げ
、

今
の
最
高
段
階
率
15
段
階
の

２
．
３
を
吹
田
市
並
み
に
３
．

２
に
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
は
介
護
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、

介
護
給
付
が
改
悪
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
介
護
保

険
料
は
介
護
報
酬
が
改
定
さ

れ
る
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
に
、
い
ざ
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

十
分
な
介
護
給
付
が
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
今
で
も

介
護
保
険
施
設
に
は
な
か
な

か
入
れ
な
い
待
機
者
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
介
護
保
険
料

は
引
き
上
げ
て
お
い
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
要
介

護
３
以
上
で
な
い
と
入
所
で

き
な
い
と
か
、
今
ま
で
受
け

ら
れ
て
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
、
ま

た
、
要
支
援
１
と
２
の
人
は

介
護
保
険
の
給
付
か
ら
は
ず

さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
に
つ
い
て
は
第

９
期
に
お
い
て
も
、
今
ま
で

と
お
な
じ
よ
う
に
、
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

利
用
負
担
の
引
き
上
げ
や
介

護
給
付
の
切
り
下
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い

う
点
で
、
私
は
令
和
４
年
度

の
保
険
料
の
決
定
に
つ
い
て
、

は
な
は
だ
不
服
で
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
私
た
ち
年
金
生

活
者
の
年
金
収
入
が
下
が
っ

て
き
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
と
も

に
、
介
護
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。
私

は
年
金
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
介
護
保
険
料
は
特
別
徴

収
で
、
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料

を
支
払
う
に
あ
た
っ
て
、
や

は
り
今
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
年
金
収
入
と
の
兼
ね
合

い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、

家
計
の
収
入
で
あ
る
年
金
は

削
減
さ
れ
続
け
、
支
出
で
あ

る
税
金
、
社
会
保
険
料
は
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
で
は
、
年
金
・

税
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

保
険
料
な
ど
は
、
別
々
の
会

計
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
い
て

は
、
年
金
収
入
と
税
金
や
保

険
料
な
ど
の
支
出
は
一
つ
の

家
計
の
中
に
あ
り
ま
す
。

私
の
年
金
は
、
年
金
の
特

例
水
準
の
解
消
と
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
が
導
入
さ
れ

た
た
め
に
年
金
の
支
給
は
下

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
年
金

の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
、

今
後
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
ば

か
り
の
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
年
金
収
入
は
今

後
、
物
価
が
あ
が
っ
て
も
、

実
質
増
え
る
こ
と
は
な
く
、

減
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

令
和
３
年
度
の
年
金
は
０
．

１
％
の
切
り
下
げ
、
現
在
、

様
々
な
物
価
が
上
昇
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
は
０
．

４
％
の
切
り
さ
げ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
私
の
令
和
４
年
度
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
で
す

け
れ
ど
も
、
現
在
、
第
７
段

階
と
い
う
こ
と
で
、
年
間
10

万
６
８
４
１
円
の
保
険
料
で
、

月
に
平
均
８
９
０
３
円
の
支

払
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
決
定
に
つ
い

て
不
服
を
申
し
立
て
て
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
介
護
保

険
料
は
大
阪
市
の
計
画
で
は
、

２
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は

９
３
２
０
円
と
、
今
後
も
３

年
ご
と
に
引
き
上
げ
て
い
く

試
算
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
は
国
民
健

康
保
険
制
度
が
都
道
府
県
化

さ
れ
、
大
阪
府
で
は
統
一
保

険
料
が
検
討
さ
れ
、
標
準
保

険
料
が
試
算
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
統
一
保
険
料
に
な
れ
ば

国
民
保
険
料
も
全
国
一
高
く

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
収
入
の
年
金
は

下
が
っ
て
行
く
ば
か
り
な
の

に
、
税
金
や
国
民
健
康
保
険

料
が
上
が
り
、
介
護
保
険
料

も
引
き
上
が
っ
て
は
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

保
障
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
高

齢
者
の
生
活
を
苦
し
め
て
い

く
ば
か
り
で
す
。
収
入
の
年

金
や
税
金
、
他
の
保
険
料
な

ど
と
の
兼
ね
合
い
、
つ
ま
り

高
齢
者
の
家
計
の
状
況
・
暮

ら
し
の
状
況
も
考
慮
し
て
保

険
料
を
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
、
国
の
予
算

で
防
衛
予
算
（
軍
事
予
算
）

を
２
倍
に
す
る
計
画
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
戦

争
の
た
め
の
予
算
、
海
外
の

国
民
を
殺
す
た
め
の
予
算
を

２
倍
に
す
る
の
で
は
な
く
、

医
療
や
社
会
保
障
な
ど
国
民

を
生
か
し
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
予
算
を
２
倍
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
そ
し
て
介
護
保
険
に
つ

い
て
も
、
国
の
保
険
料
の
財

源
と
し
て
の
負
担
割
合
を
増

や
し
、
被
保
険
者
の
負
担
割

合
を
減
ら
し
て
、
介
護
保
険

料
は
引
き
下
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
年
金
や

税
金
、
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
と
の
兼
ね
合
い
の
中
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
、
守
ら
れ
て
い
く
よ

う
な
介
護
保
険
料
の
計
算
の

仕
方
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、

私
の
陳
述
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
府
本
部
会
計
長

・
天
王
寺
支
部
支
部
長
）

第
一
に
、
資
格
確
認
証
は

１
年
未
満
の
期
限
で
、
健
康

保
険
証
の
有
効
期
間
２
年
か

ら
短
期
間
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
健
康
保
険
証
の
発
行
は
、

法
律
上
も
国
民
に
保
障
さ
れ

た
権
利
で
あ
り
、
保
険
者
の

義
務
で
す
が
、
国
民
の
自
己

責
任
（
申
請
）
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

第
二
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
年
金
な
ど
の
公
金
受
取
口

座
の
ひ
も
付
け
に
つ
い
て
、

本
人
か
ら
「
不
同
意
」
の
回

答
が
な
け
れ
ば
同
意
と
み
な

す
仕
組
み
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

第
三
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
持
を
全
国
民
に
強

要
し
、
個
人
情
報
の
収
集
を

通
じ
て
国
民
監
視
を
強
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
骨
太
方
針
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
つ
い
て
「
健
康
保
険
証
」

「
運
転
免
許
証
」
「
在
留
カ
ー

ド
と
の
一
体
化
」
「
国
税
還

付
、
年
金
給
付
、
各
種
給
付

金
、
緊
急
小
口
資
金
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
金
、
各
種

奨
学
金
等
の
公
金
の
受
取
手

続
の
簡
素
化
・
迅
速
化
」
な

ど
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
保
険
証
は
、
国

民
皆
保
険
の
も
と
で
、
被
保

険
者
全
員
へ
の
交
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化

す
る
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
来

任
意
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
実

質
強
制
す
る
保
険
証
廃
止
は

憲
法
違
反
で
す
。
誰
で
も
が

保
険
証
１
枚
で
受
診
で
き
る

こ
と
が
国
民
皆
保
険
の
原
則

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
①
政
府
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
あ
り

き
の
姿
勢
を
改
め
、
国
民
の

人
権
擁
護
、
安
全
・
安
心
を

最
優
先
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
対

応
策
の
検
討
を
求
め
ま
す
。

②
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る

た
め
、
来
年
秋
の
健
康
保
険

証
廃
止
は
中
止
し
、
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
強
く

求
め
ま
す
。
③
頻
発
す
る
誤

登
録
や
情
報
の
駄
々
洩
れ
事

故
の
全
容
解
明
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
拡
大
を
中
止
し
、

任
意
で
の
取
得
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

健
康
保
険
証
の
廃
止
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
等
改
定
に
は
多
く
の
問
題
点
が
あ
る

機関紙コンクール速報【
訂
正
と
お
詫
び
】
前
号
４
～
５
面
の
特
集
の
タ
イ
ト
ル
で
、
「…

意
義
あ
り…

」
を
「…

異
議
あ
り…

」
に
、
「
府
下…

」
を
「
府
内…

」
に
訂
正
し
ま
す
。
ま
た
、
『
納
得
で
き
な
い
！

常
識
に
反

し
た
介
護
保
険
料
』
の
見
出
し
の
項
の
、
本
文
の
最
初
の
４
行
を
削
除
し
、
「
介
護
保
険
法
で
は
、
40
歳
以
上
の
人
は
強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
、
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま
す
」
を
挿
入
し
ま
す
。




